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天地同好會観測部月報

　　　　　　　　　観測部流星課報告　（54）

　　　　　　　　　　課長　小三孝二郎　（K・K・maki）

　やっと，一九三一年の最後の報皆を致すことになりました．此の際とくに御詑ぴ申し

上げたい事は，報告が自分の無力の爲いつも不行届に盛り，其の結果を債値：少ない事に

することであります・叉卒素は多忙とは云へ，課の皆様方へも不親切をきはめ，恐縮に

堪へません・これではならぬと，いつも自身をしかるのではありますが，生煎の心構者

でともすると怠け根性が出て弱い自分にしてしまひます・何卒御恕し下さいまし一（　、向

後の御混燵をのみ御庄ひ申します・

　十二月は微光流星の三氏を加へ十二名の　來珍らし）・出現も見られ，微光流星の佐藤

方々が観測をして下さいました・十一月に　氏の貴重な輻射黙追跡もありまして，私と

比して：甚だ見劣りはしますが，双子群の近　　しても愉快を感じてみる次第であります，

　　　　　　十二月の観測概略　（Summary　for　I）ecember，1931）
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槻測地（L・c・lity）

長野縣準野村
ラ｛…ロ歌山県系有田君区金屋

札　　　幌　　　市

岐阜縣美濃町
京都府輻知山町
大　　　阪　　市
國　　　館　　　市

輻岡縣箱寄町
京都府副司郡中筋村

山口縣徳山町
京都府福知山町
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丁の外高禾逸卒（京都市），芳川吾期（徳島縣）の二氏から火球の報告力｛あった・
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1．観測の概略　（Daily　Summary　of　Obsevations）

日時Tkme

i∫．c・T）

襯ゴ

ｿ3
時意

ﾆδ

流弩　2

ｯ当
F．

日時丁量me

i∫・c・T）

襯5
ｿ8

時“

I昌

流馨　　ε

ｯ毫
F．

日時Time

i∫・c・T）

襯㎡

ｿδ
時昌 　　のｬさ　　B

ｯ竃
F．

Dec， Dec． Dec．

L94 Sl（ 30 1 0．7 6．87 Kh 30 3 0．8 1．97 Ab 30 1 0．5

6．02 ク 60 3 0．6 14．20 ク 20 6（4＋） 0．6 1．LO1 ク 30 1 o．9

10．96 ク 60 9 0．8 7．88 Ih　h 21 1 0．8 13．99 ク 42 5（2） 1．0

1495 ク 30 0 02 10．90 ク 63 8（2） 0．8 14・97 ク 30 3（2） 1．0

5．89 Ko 40 8（1） 1．0 14．89 ク 83 17（11） 0．9 14．14 Yw 90 40（37） 1．0

10．86 ク 32
3
（
2
）
＊

1．0 i3．19 Ss 30 6（5） 14．95 Ku 90 33（31） 1．0

14．99 ク 工5 15（13） 1．（1 14．93 Am 72 19（13） 0．8
…

以下は微光流星の観測である・

Dec．

@2．79 Sn 35 39 0．3

Dec．

H1．78 Sn 50
　　　　r

V2 0．6

Dcc．

P0．94

　
　
1
N
g

15
　　　　1

R2 0．7

3．81 ク 45 48 0．7 1222 ク 20 23 0．4 17．91 ク 20 45 0．8

5．87 ク 60 30 0．8 14．22 ク 45 12 0．3 30．92 ク 15 30 LO
6．79 ク 50 27 0．2 ］5．23 ク 40 24 0．4 16．94 Ku 30 13 0．6

8．09 ク 工10 29 0．6 23．84 ク 30 7 0．3 28．85 ク 30 9 0．4

8．78 ク 45 10 02 25．92 ク ］5 6 0．5

10．84 ク 90 91 0．6 5．91 Ng 10 14 ⑪．8

備考　1・括弧内は双子座流星群に薦する流星籔を示す・

　　　2・÷：’印は数へたる流星数を示ず・

　　　3・日時は襯測開始と終丁との雫均時刻を示すもので日の百分の一まで

　　　　を示す・

　　　　　2。流星群の出現｛出隅（Notes　on　ApParitions　of　Meteor　Swarms）

　1双子座流星薄　（Geminid）

　一九三一年の双子座流星群の二丁は八　　日は二一並びに，夜牛前の二回は晴天で各

署，下保，廣瀬，佐々木，麻生，天野の諸　地とも十二が出來たが，其の他は不充分で

氏及筆者によって，ヌ．微光流星では佐野，　　あった・

窪田，長谷の三氏によって行はれた・十四

　A・出現の程度　（Frequency・f　APPaTitions）

　十四日舌痛直前筆者は十五分頃槻測を行

った．初めは径路を記入するつもりでるた

が二三分の後あまり禺現数が多〉・ので，鍛

だけに止めた．其の結果十五分に十五個（申

十三個は双子群に騒ずものと思はる）とい

ふ意外に多籔のものを認めた．光度は主に

二等級以上のもので中には木星の光をも凌

駕するものがあった．例年のペルセウス最

盛期に劣らぬものであった・同じ夜の槻測

から輻知山の窪田氏のは出現程度はむしろ
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獅子座流星以上だとのべられてるる．十四

日騰に於ける八幡氏の槻測を見ても著しく

　B・極大日時　（Maximum）

　観測藪から極大日時を導びくには槻測が

充分でない．十二日乃至十五日迄の充分な

鶴測が必要なのであるが，天候其の他で不

　C・輻射鮎について

　観測から輻射黒占のよく決定さ幽したものは

少ない・十四日曉に二個，十四日午後に一

個決定されてるるにすぎぬが，微光流星の

方面から輻射黒占の追跡が行はれた・

多数のものが記錐されてるることに；氣がつ

くであらう．

可能であった．しかし恐らく十三日一十

四日の間に起つたのではなからうか．

〈On　the　Radiant　point）

　　　　　　　　　　とくに，佐野氏が十日より十五日に満つ

　　　　　　　　　てなされたものは甚だ重要な慣値をもつ様

　　　　　　　　　に思ふ・其結果を記すと，

輻射畏占R・P・ 輻射鮎R・P・ 輻射黙R・P・日時Time

iJ・c・T） R．A Dec1．

流星
@↓

日時Time

i」・C・T） R．A． Decl． ↓

日時Time

i∫・c・T） R．A， DecL ↓

工0．84

P1．78

107

P10

十34

¥32
50十

P7

12．22

P422

11ユ．

P12

十32

¥33
4
1
1

】5．23 113 十32　10

　流星の速度が緩やかなため径路の記入は　る・東方移動がよく検出されてみる．窪田

精確に行はれ，したがって輻射黙の位置は　氏及長谷氏も此の群の輻射黒占を若干得られ

可成用い精度をもつてみるものと思はれ　てるる．

　1　莫の他の流星群　（Other　Swarlns）

　著しい流星群の出覗はなかった．たN“佐藤氏が微光流星群として，

　　魚座。流星群（o－piscid）を　　　　　　2日より6日まで

　　鯨座創流星群（α一Cetid）を　　　　　 2日ク5日ク
　　アンドロメダ。流星群（o－Anctromedid）を　6日　ク12日　ク

蓮績襯測されて，）・つれも其の移動性を見　　長谷氏はオリオン流星群（λ一〇rionid）を5

られてるる．叉例年畠現する双子8流星群　日，10日，17日の三回に亘って観測され

（β一Geminid）を8日及び12日に幹部された・　た・

　　5．観測より誘導したる輻射貼　（Radiant　p〔，ints　derived　fro皿observations）

蕃　號

burr．　No．

日　　　時
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輻　射　黒占R2diant　Pt．

流　星
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五 月
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日釧292・2・28212322

太陽課より

幹事山　本英子

　此の毎月の報告は，いはN“假報告であり

まして，各地で観測をして下さる皆さま方

からの御報告の受取り謹を兼ね，太陽黒黙

の活動状況をとりあへず一目に見る役に立

っために書いて居るもので御座います・そ

れで，雑誌の編輯の〆切を氣にしながら，

早く頂V・たものから順に原稿紙に記入しま

す．大抵，毎，月の〆切は五逆頃となってゐ

ますため，御都合で多く頂いた御報皆は，

此の表iに載ぜられないことになり，御階の

毒に存じます．書）・てるます時は，L何もこ

んなに急いで〆切る必要は無）・．今四五日

御待ちして，皆様の御報皆を全部記入する

やうにしたい「と思ひますのですけれど，

挙れが愈々印刷されて世間に禺ます時は月

末になることを考へますと7鯨り逞れたも

のを見るのは，氣が抜けたやうに思ひ，いや

に感ぜられますので，（ヌ．，中にはずいぶん

帯く報肯を御途り下さるのが，待ちきれま

せんので），やっぱり，上記の如く，太陽課

の〆切は毎月五Hにさせて頂きます．こん

な事晴のため，今までの分で，月報に現は

れませんでした分は，

　1932年一月の分大橋氏

同　　二月　ク

同　　三月ク

同　　四月ク

吹登氏

改登氏

山田富，木邊氏，千葉氏

改登氏，大橋氏

此等の御報告は皆〆切後に確かに頂きま

した，
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　　　　　　　　　　　　彗星　だ　よ　リ

　　　　　　　　　　花山天丈垂　中村　要
　1952a（Grig9－Skjellerup）彗星Van　Bie一　も淡く13等になった．南阿ユニオン天交塁

sbroeckによって観測され’た3月6日のもの　でよく親測された・花山では測微観測の機

は疑はしい事が知れた・ベルゲドノレフ天文　會を失った．

塞のショール氏も3・月末まで襯配置來なか　　1952c（Carrasco）彗星　カラスコ彗星は

つたので，4月28日にVan　Bierbrseck氏が　獅子座βの束を南下して6．月上旬には13等

観測したのが隙見になるらしい・事情が多　となり観測が困難となる・各地の天文塁で

少や、こし）・ので1932aかdか分らな）・6刀　よく襯測さわて居る．

上旬には地球に0・25箪位まで近づ）・て11等　　Neujimin彗星（1916H）此の週期彗星は

級となり大熊座を東進し1日κ：約3度計い　ベルゲドルフ天剃跡のショール氏が100セ

た．観測と推算位置は絵りよく合はない・　ンチ鏡で3月26日目り5月1日まで10回も探

近日黒鴨過は5月12日頃になる．甚だぼん　したが登見されなかった．

やりした彗星であった．　　　　　　　　　　Br。oks・1（opff彗星等の未機見週期彗星

　1952d　（Hought｛，n－Ensor）彗星　ボート　の推算は三三急報で登行するから希望者は

ン彗星はEnsor氏にも4刀2日に濁立襲見　筆者に申込んでぼしv・・（料金一回二鐘）

された・此の彗星は急速に北進して5月10　　訂正　6月號カラスコ彗星の日々運動に

日頃に赤道を温州，此の頃には工0．5等位で　　十19ノ（？）とあったのは一19！であった・

あった．5月末には急に滅罪して三二より

　　　　　　　　　　　　　新刊紹介

工互．ジーンス著：宇宙の帥秘（山村清鐸：新物理學の牢記像）

　著者は既に天界誌上に於て讃者に見えた事のある理論天文無界の亘星であ

って夙に物理學の方面に於てもその盛名を馳せてみる．今回天文學教室の山

村理學士の手によって，「新物理學の宇宙像」なる表題でその翻繹が出來上っ

たのでこの機甲に簡軍な紹介を試みる事にする．

　先づその第一章「滅び行く太陽」に過て蕾時の天文學並に物理學の訳：く所とそ

れに依る人生観が設かれてるる．宇宙の宏大さを知り，滅び行く太陽を見る

時．宇宙に於ける地球の貧弱さを慨嘆し人間の小さき螢みのやがては無感畳

な宇宙を引して滅んで行かねばならぬ事を嘆く・然しこの種の宇宙観は新し

き物理學の立志で見直す必要がありはしないか？

　第二章「近代物理峯のM天地」に於ては蔭科學否蕉時代の哲學が自然科學成立

の一大鐵則と認めた因果律の起原に始まって，それが新しv・物理學殊に新量

子論の展開につれ如何に崩壊したかが解説されてるる．邸ちノ・イゼンベルグ


